
企
部
古

川叫
志
港
廿
問

所
を
質
却
し
て
退
去
す
。

O
前
回
三
左
衛
門
直
之
傍

欲
的
を
按
宇
る
に
、
芭
之
初
名
利
直
又
政
之
。
俗
抑
制
肥
後
。
後
三
友

術
門
と
呼
べ
り
。
大
納
言
利
家
卿
の
孫
.能
笠
侍
従
利
政
震
の
男
也
。

民
長
九
年
三
月
京
都
民
於
て
出
生
。
幼
名
不
都
、
利
政
沼
と
れ
を
坊

と
呼
ぴ
給
へ
り
。
一三
歳
の
時
、
利
絞
仰
の
後
室
芳
務
院
君
引
取
り
養

育
し
給
へ
り
と
云
ム
。
有
棒
、
氷
点
の
古
兵
談
残
褒
山
県
花
一
耳
ふ
。
利
政

世
相
在
京
中
.
被
一
一
召
仕
一
裁
に
男
子
出
生
あ
れ
ば
、
被
綜
の
中
K
抑
殺

し
‘
女
子
の
み
モ
だ
て
ら
る
。
t
H
出骨
院
京
女
中
衆
へ

内
々
仰
含
め
世

か
れ
、
男
子
一
人
生
れ
務
つ
る
よ
り
、
総
に
芳
春
院
世
相
養
育
被
v
成。

能
州
裁
之
内
木
村
一
勝
兵
街
は
.
利
政
京
の
気
に
入
に
て
‘
議
K
-
皮

宛
は
御
機
嫌
伺
に
登
り
‘
露
地
口
よ
り
総
端
ま
で
提
出
で
、
耐
附

E
隔

て
州
引
を
聞
き
給
へ
り
。
或
時
殊
之
外
機
嫌
能
き
ゅ
ゑ
.
御
男
子
一
人

芳
出
骨
院
桜
御
隠
し
養
育
被
・
遊
.
今
年
八
裁
に
御
成
伎
と
申
上
ぐ
。
夫

れ
は
逢
皮
物
也
。
い
つ
ぞ
連
れ
て
会
れ
と
の
仰
也
。
依
て
共
後
藤
兵

術
負
ひ
ま
し
、
例
の
通
り
録
地
口
よ
り
混
越
す
。
阪
越
に
見
給
ひ
.

間
山
う
た
よ
り
成
長
じ
ゃ
な
ど
宜
へ
り
。
隊
兵
街
如
何
な
る
都
か
あ
ら

ん
と
恐
敷
忽
ひ
、早
く
御
眼
中
し
、負
ひ
ま
し
て
猿
戸
口
を
出
で
け
る

へ
り
o
然
れ
ば
金
滞
へ
被
=
呼
寄
-
養
育
の
事
如
何
に
や
。
然
れ
ど
も
松

窓
公
の
御
意
K
.
故
=
一
正
術
門
は
幼
少
よ
り
、
芳
務
院
殿
御
い
と
ほ

し
が
り
被
v
成
。
な
ど
あ
れ
ば
、
叉
疑
ふ
べ
き
草
花
非
ざ
る
か
。
矢
印

六
郎
兵
術
先
慾
に
、
芳
裕
段
級
江
戸
へ
人
質
陀
御
越
被
ν
成
節
、

左

術
門
椋
被
a

召
辿
L
Z
K
と
て
、
三
月
術
門
機
江
戸
幼
少
の
節
の
行
欣

を
記
せ
り
。
是
賃
設
な
ら
ん
か
o
利
政
君
山
来
党
牲
に
・
大
坂
各
陣

之
節
、
大
坂
よ
り
飽
披
し
給
へ
と
味
方
に
招
く
と
い
へ
ど
も
同
心
な

し
G

般
に
家
使
公
よ
り
、
一百

々
の
官
舶
に
付
い
て
人
質
を
可
v
給
と
御
使

被
V
4
泊
。
四
五
許
に
は
人
質
民
可
ν
仕
者
も
無
v
之
。
加
賀
民
坊
と
巾
す
せ

が
れ
居
候
。
御

m
k候
は
ピ
夫
よ
り
可
ν
被
=
仰
巡
"
と
返
答
有
v
之
由
。

と
あ
り
。
さ
て
元
和
元
年
寸
一
月
十
三
日
利
光
卿
判
舎
を
以
て
、

千
石
川
附
ν
之
。
子
ν
時
十
二
議
也
。
と
家
諮
忙
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
江
州

今
津
誕
右
術
門
所
説
利
政
君
剥
山
p
d
k

。

向
々

、
さ
か
な
ど
も
念
下
候

m・
人
足
二
人
早
々
中
付
、
加
賀
ざ

か
ひ
ま
で
成
北
ハ
港
周
可
ν
巾
候
。
以
上
。

恕
巾
地
候
。
然
者
坊
か
た
よ
り
河
岡
年
寄
共
振
舞
候
付
而
、
俄
に
此

方
へ
さ
か
な
ど
も
相
捌
民
会
古
川
候
。
則
十
五
日
之
用
意
之
由
候

へ
共
、

十
二
日

十

日

K
高
岡
へ

下
活
候
様
陀
と
使
者
念
候
而
・共
方
手
前

金
滞
古
蹟
志
巷
廿
四

K
.
骨跡
地
下
駄
の
音
し
て
‘
是
々
と
呼
掛
給
ム
。
勝
兵
衛
心

K
.
退

掛
け
て
如
何
可
v
被
ν
成
哉
と
、
掬

士
足
早
K
立
去
る
底
.
塀
の
屋
ね
の

上
よ
り
、
是
主
取
ら
す
る
ぞ
と
て
大
小
主
役
出
し
給
ム
。

膝
兵
衛
赴

を
取
り
て
逃
げ
飾
り
た
り
。
大
小
は
点
朱
の
版
物

E
宗
の
脇
A
H
K

て
、
阿
刀
と
も
に
名
物
な
り
と
一z
k
。
可
制
小
説
に
は
.
利
政
指
嵯

峨
に
居
住
し
給
ふ
頃
.
男
女
子
多
〈
出
生
あ
れ
ど
も
、
男
子
は
人
と

な
し
給
は
宇
。
直
之
君
濁
り
紡
に
芳
稼
君
養
育
し
給
ひ
慈
愛
深
け
れ

ど
も
、
賀
子
の
設
た
く
て
は
微
妙
会
へ
仰
入
れ
ら
る
べ
き
ゃ
う
左

し
。
石
黒
党
左
術
門
は
利
政
沼
の
気
民
総
じ
、
臨
時
御
隠
栖
陀
も
侍

れ
り
。
図
て
交
友
術
門
に
命
ぜ
ら
れ
、
此
児
を
酬
明
へ
て
利
政
に
見
せ
、

親
子
の
符
械
を
附
い
て
来
れ
と
命
ぜ
ら
る
。
日
比
花
街
門

削
ち

上
京

し
、
彼
御
位
所
陀
至
り
、
北ハ
の
旨
を
容
に
巾
上
ぐ
。
利
政
君
、
共
の

予
見
せ
よ
と
御
意
也
。
仰
て
翌
朝
述
れ
参
り
け
る
に
、
利
政
君
長
屋

の
出
格
子
よ
り
灰
に
見
給
ひ
、
我
が
子
に
紛
れ
な
し
と
仰
せ
ら
る
。

左
あ
ら
ば
北
ハ
誇
披
叩
附
へ
と
弧
ひ
て
巾
上
げ
け
れ
ば
、
特
せ
ら
れ
し
貞

ん
一
軍
の
腰
物
を
賜
は
る
。
依
て
直
之
世
相
を
携
へ

、
金制
押
へ
阿
る
と
い
ふ
。

按
宇
る
に
、
前
刊
の
阿
統
帥
割
れ
か
品
工
な
ら
ん
。
公
族
簡
に
一
宮
ム
。
芳

春
君
は
段
長
五
年
よ
り
十
九
年
ま
で
.
段
人
と
成
り
て
江
戸
に
居
給

之
人
足
二
人
申
付
、
せ
め
て
越
前
路
ま
で
迭
脳
可
ν
申
候
。
念
に
付

而
夜
通
に
指
下
候
此
師
、
早
々

二
人
芳
稼
院
百
姓
二
人
巾
付
指
下
可
ν
巾

候
。
孫
一
か
た
へ
可
z
巾
l

地
-
候
へ
共
、
川政
巾
問
時
制
候
問
、
北
ハ
方

へ
直

に
中
也
候
械
に
と
巾
む
候
。
恐

々
結
言
。

二

月

七

日

主主
ilY 

利

政

~' Ij 

今

津

甚

六

殴

右
は
、
利
長
卿
未
だ
高
岡

K
在
披
し
給
ふ
頃
に
て
、
医
長
十
九
年
二

月
の
親
簡
な
ら
ん
か
。
此
の
貌
翰
に
蛾
れ
ば
、
此
の
頃
直
之
高
岡
K

て
花
紙
代
主
川
仰
は
り
居
ら
れ
し
に
や
。
放
に
高
岡
年
寄
北
ハ
主
張
舞
云

々
と
は
戦
せ
ら
れ
た
る
な
ら
ん
か
。
坊
と
は
直
之
主
主
笠
へ

り。

或

は
一
耳
ム
。
総
岡
氏
季
子
勝
長
。
幼
時
稀
昌
一
一
御
坊
吋
骨
一
一
品
御
坊
者
。
似
司
常
時

之
方
言
-而
都
ν

之
突
-
非
‘必
需
昌之
名
一
般
と
。
さ
れ
ば
利
政
君
も
、
さ

る
よ
し
に
て
坊
と
主
へ
る
も
の
な
ら
ん
。
古
兵
務
残
酷
現
物
却
に
一冨
ふ。

前
岡
三
十
川
街
門

へ
、
芳
務
院
君
逝
去
以
後
一
高
石
被
ν
進
ν
之
。
能
き
物

成
の
知
行
に
て
、
百
石
百
依
の
牧
納
位
。
江
戸
よ
り
の
規
則
陀
、
図

持
の
身
代
来
て
た
る
跡
は
‘
問
石
よ
り
上
は
不
ロ
慌
成
聞
と
の
故
也
o
然

る
に
三
左
術
門
殿
跡
前
同
備
後
、
共
の
跡
前
問
主
税
・
元
総
十
五
年

綱
紀
卿
江
戸
へ
被
ν
矯
ν
召
て
諸
大
夫
に
被
v
閥
・
近
江
守
K
成
り
て
、




